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によるヴェネツィア共和国崩壊と同時に 200 年間中断されていたため， 1979 年再開後は，共和国
時代のヴェネツィアの仮面カーニヴァルの掘り起こしと採録が活発に行われているのが現状であ
り，本格的研究は少ない。本論文は，歴史的記録と先行研究をふまえつつ，ヴェネツィアの仮面
カーニヴァルの成立と展開を，水上都市ヴェネツィア特有の劇場型都市空間との結びつきで捉え，
さらにこの仮面カーニヴァルと劇場型都市空間を背景に生まれたヴェネツィア固有の仮面の役割
を中心として論じたものであり，序論を含め全 7 章からなる。
序章は序論であり，研究の背景・目的と論文の全体構成をまとめている。
第 I 章では，ヴェネツィアの仮面カーニヴァルを理解するための歴史的認識として，カーニヴ
アルの起源と意味を整理し，中世における謝肉祭への展開を述べた。さらにヴェネツィアのカー
ニヴァルの重要なアイテムである仮面の起源，意味，役割について整理している。
第 H 章では，ヴェネツィアの仮面カーニヴァルは古代ギリシアのディオニューソスの祭りに由
来するとされることから，ヴェネツィアの仮面カーニヴァルの特徴を明らかにするために，エウ
リピデスの悲劇『バッコスの信女』を史料として，ディオニューソスの祭りの特徴を調べている。
第E章は，ヴェネツィアの仮面カーニヴァル成立と展開に十字軍遠征が影響したと捉え，十字
軍遠征をヴェネツィアの仮面カーニヴァルと関連付けて述べている。
第IV章はヴェネツィアの仮面カーニヴァルの成立過程において，古代ローマの政治技術「パン
とサーカス」的な見世物としての儀礼と催しが行われたと捉え，ディオニューソスの祭りの特徴
と関連付けて述べている。これは新しい知見である。
第V章は，ヴェネツィアの仮面カーニヴァルが，レパントの海戦 (1571 年)を契機に華麗で豪
華な仮面行列を中心に行われ，劇場型都市空間を背景に仮面の日常化が生まれたことを述べてい
る。ヴェネツィアにおいては日常化した仮面が「もう一つの顔J として機能したと捉えたことは，
ヴェネツィアの仮面特有の近代的な役割を示しており，非常に意義深い。
第VI章は，結論と今後の課題を提示している。
以上要するに，本論文は，ヴェネツィアの仮面カーニヴァルと仮面がヴェネツィア共和国とヴ
ェネツィア人のアイデンティティの形成に関わると捉え，古来の仮面の役割と異なる近代的な仮
面の役割を見出しており、比較宗教学・民俗学・社会学・芸術学などの枠組みと方法論を用いて
厳密かっ独創的な分析と検討を行なった優れて学際的な研究で、あって、人間社会情報科学の発展
に寄与するところが少なくない。よって本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める。
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